
ミズナラの植栽木

土壌中から抽出したアカガシ亜属花粉
（左）とクリ／シイ属花粉（右）の光学顕
微鏡写真。電子顕微鏡観察によりクリ
／シイ属花粉の大半はクリであること
が判明した。
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以
降
の
遺
伝
的
固
有
性
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
広
葉
樹
の
種
苗
の
移
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
環
境
へ
の
適
応
に
配
慮
し

た
遺
伝
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

●
２
０
２
０
年
10
月
５
日
掲
載

須
恵
器
生
産
は
森
林
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た

　

日
本
の
森
林
は
過
去
の
気
候
変
動
の
み

な
ら
ず
、
過
去
の
人
間
活
動
に
よ
っ
て
も

そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
森
林
の
樹
種
構
成
を
理
解
し
、
将
来

の
分
布
を
正
確
に
予
測
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
森
林
の
変
遷
と
そ
れ
が
生
じ

た
要
因
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
栃
木
県
益
子
町
か
ら
採
取

し
た
土
壌
に
含
ま
れ
る
花
粉（
写
真
）
の

種
類
と
個
数
を
調
べ
る
こ
と
で
、
過
去

１
４
０
０
年
間
の
森
林
の
変
遷
と
人
間
活

動
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
益
子

地
域
で
は
８
～
10
世
紀
に
須
恵
器
生
産
が

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
燃
焼
材
と
し

て
ア
カ
ガ
シ
亜
属（
ア
ラ
カ
シ
等
）や
コ
ナ
ラ

亜
属（
コ
ナ
ラ
等
）の
樹
木
が
大
量
に
用
い
ら

れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
樹
種
は
減
少
し
、

代
わ
っ
て
ク
リ
が
増
加
し
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
益
子
町
は
益
子
焼
が
有
名
で
す

が
、
そ
の
生
産
が
開
始
さ
れ
た
19
世
紀
中

頃
以
降
に
お
け
る
樹
種
構
成
の
変
化
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
大
量
の
燃
焼
材
を
必
要
と
し
た
須
恵

器
の
生
産
と
比
べ
、
益
子
焼
は
少
な
い
燃

焼
材
で
生
産
可
能
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
次
第
に
化
石
燃
料
が

▼
ノ
ー
ト

ク
ロ
ト
リ
ュ
フ
宿
主
と
し
て
の
コ
ナ
ラ
お

よ
び
ア
カ
マ
ツ
実
生
の
生
育
に
ア
ル
カ
リ

お
よ
び
カ
リ
ウ
ム
添
加
が
及
ぼ
す
影
響

古
澤 

仁
美
、
仲
野 

翔
太
、
山
中 

高
史

▼
研
究
資
料

ス
ギ
ミ
ニ
チ
ュ
ア
採
種
園
の
土
壌
性
状

—

採
種
園
造
成
・
管
理
に
お
け
る
施
肥
基

準
策
定
の
た
め
の
基
礎
情
報—

小
野 

賢
二
、
竹
田 

宣
明
、
宮
本 

尚
子

宝
川
森
林
理
水
試
験
地
観
測
報
告

—

本
流
・
初
沢
試
験
流
域—

 (

２
０
０
１

年
１
月
～
２
０
１
０
年
12
月)

久
保
田 

多
余
子
、
野
口 

正
二
、

清
水 

貴
範
、
阿
部 

俊
夫
、
清
水 

晃
、

壁
谷 

直
記
、
延
廣 

竜
彦
、
飯
田 

真
一
、

玉
井 

幸
治
、
村
上 

茂
樹
、
澤
野 

真
治
、

坪
山 

良
夫
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P.18 P.8 P.3,16,18

P.3,8,14,16,
18,20

P.3

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
製
陶
以
外
で
も
、

戦
国
時
代
の
軍
事
増
強
に
伴
う
二
葉
マ
ツ

の
増
加
等
、
時
代
ご
と
の
異
な
る
人
間
活

動
に
よ
っ
て
、
益
子
地
域
の
森
林
は
大
き

く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
知
見
は
、
人
間
活
動
が
森
林

の
成
り
立
ち
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す
る

際
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の
将
来

の
分
布
を
予
測
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告

▼
論
文

林
業
に
お
け
る
外
国
人
労
働
力
の
受
入
れ

過
程—

愛
媛
県
を
事
例
に—

田
中 
亘

酵
素
反
応
と
ビ
ー
ズ
ミ
ル
を
用
い
た
湿
式

粉
砕
に
よ
る
食
素
材
へ
の
適
用
を
目
指
し

た
タ
ケ
か
ら
の
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー
製
造

下
川 

知
子
、
池
田 

努
、
眞
柄 
謙
吾
、

戸
川 

英
二
、
中
村 

雅
哉
、
大
塚 
祐
一
郎
、

野
尻 

昌
信
、
高
尾 

哲
也
、
小
川 
睦
美
、

中
山 

榮
子
、
林 

徳
子

液
体
窒
素
凍
結
保
存
が
マ
ツ
タ
ケ
の
菌
糸

伸
長
お
よ
び
菌
根
形
成
能
に
与
え
る
影
響

小
長
谷 

啓
介
、
山
中 

高
史

森
林
総
合
研
究
所
研
究
成
果

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
研
究
成
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
下
記
案
内
よ
り
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
２
０
２
１
年
１
月
14
日
掲
載

異
な
る
地
域
の
ど
ん
ぐ
り
を
植
え
て
生
じ

る
悪
影
響
―
ミ
ズ
ナ
ラ
の
種
苗
移
動
に

よ
る
成
長
低
下
と
遺
伝
的
交
雑
―

　

環
境
保
全
の
た
め
に
広
葉
樹
を
植
林
す

る
場
合
に
は
、
地
域
の
環
境
に
適
応
し

て
生
育
し
、
そ
の
地
域
の
遺
伝
的
固
有
性

に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
種
苗
を
植
林
に

用
い
る
こ
と
を
推
奨
す
る
「
広
葉
樹
の
種

苗
移
動
に
関
す
る
遺
伝
的
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ナ
科
広
葉
樹
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
北

海
道
と
岡
山
県
の
ミ
ズ
ナ
ラ
植
栽
試
験
地

で
、
地
元
と
他
所
の
地
域
に
由
来
す
る
植

栽
木
と
そ
れ
ら
の
ど
ん
ぐ
り
か
ら
生
じ
た

芽
生
え
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
他

所
の
地
域
に
由
来
す
る
植
栽
木
の
成
長

は
、
地
元
由
来
の
も
の
と
比
べ
て
約
40
％

低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

芽
生
え
の
遺
伝
子
型
か
ら
、
異
な
る
地
域

に
由
来
す
る
植
栽
木
の
間
で
交
雑
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
次
世
代
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